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研究成果の概要（和文）：本研究は、多属性情報の呈示様式と意思決定過程の関連を検討し、消費者の意思決定
支援に向けた呈示様式の提案を目的とする。そこで、本研究では、１）意思決定過程の検討に情報モニタリング
法を応用した実験手法と、解析方法を開発し、両者を統合させたプラットフォームを作成した。このプラットフ
ォームを用いた実験結果から、多属性情報の属性値の表現による意思決定過程の影響と、多属性情報を示した表
のレイアウトが意思決定のしやすさに影響を与えることを発表した。また、意思決定過程の情報探索に関するデ
ータをもとに、深層学習を用いて意思決定の方略の定式化を図った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine the relationship between the 
presentation style of multi-attribute information and the decision-making process, and to propose a 
presentation style to support consumers' decision-making. This study 1) developed an experimental 
method that applies the information monitoring method to the examination of the decision-making 
process and an analysis method, and 2) created a platform that integrates both methods. Based on the
 results of experiments using this platform, we presented the influence of the decision-making 
process by the expression of attribute values of multi-attribute information and the layout of the 
table showing multi-attribute information on the ease of decision-making. In addition, based on data
 on information searching in the decision-making process, deep learning was used to formulate a 
decision-making strategy.

研究分野：消費者行動

キーワード： 多属性意思決定　消費者行動　情報モニタリング法　意思決定方略　提示様式
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの意思決定研究では、選択の状況依存的な側面が強調されてきた一方、情報の呈示様式と意思決定との
関連の検討はあまり進んでいない。今日の情報環境の進展を受け、さまざまな情報提示様式がe-コマースなどで
は見られているが、どのような呈示様式が特定の意思決定方略と結びついているかを検討する枠組み、そして検
討が進展していない。そこで、本研究では、図的表現を取り入れた多属性情報の呈示方法を開発して実験を行
い、シミュレーションや深層学習を用いた意思決定方略を推定するという研究枠組みを開発した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
今日の情報環境を鑑みると、多くの商品情報が容易に入手できるだけでなく、リコメンド機能
などを通し、商品情報との受動的な接触が増加している。また、さまざまな選択場面が提供され
ており、時間的な制約の下での決定を迫られることが多い。呈示される情報によっては、衝動買
いなどの本人の意図しない購買が促進される可能性が存在する。このような環境下では、情報の
呈示様式や、情報の取捨選択が重要な課題となる。本研究では、情報呈示様式と意思決定の関連
について、行動実験と、シミュレーション、深層学習を用いて統合的に検討を行う。 
これまでの意思決定研究では、選択の状況依存的な側面が強調されてきた一方、情報の呈示様
式と意思決定との関連の検討はあまり進んでいない。例えば、選択肢が多数呈示されると、選択
が困難になることや非補完的な意思決定方略が用いられることが報告されてきたが（Payne, 
Bettman, & Johnson, 1993）、どのような呈示様式が意思決定方略と結びついているかを検討す
る枠組みが欠如している。そこで、本研究では、図的表現を取り入れた多属性表の呈示方法を用
いて、基礎実験とその解析方法を含めたプラットフォームを構築する。多属性表は eコマースに
おいても頻繁に用いられており、どのような呈示様式が消費者にとって決定をしやすいのかを
検討することは、実務的要請が高いと推測される。 

 
２．研究の目的 
本研究では、情報呈示様式と意思決定方略の関連について、行動実験、シミュレーション、深
層学習を用いて統合的に検討を行うことを目的とする。行動実験では、図的な表現を用いた呈示
様式を開発し、多属性表のレイアウトなどを変数に用いて、多属性意思決定過程との関連を検討
する。実験に使用した多属性表などを用いたシミュレーションや、情報探索過程で得られたデー
タを用いた深層学習による分析を行い、意思決定方略を同定するための新たな指標を作成する。
行動実験、シミュレーション・深層学習から、消費者が意思決定をしやすい多属性情報呈示様式
の提案を行う。また、発展的課題として、個人特性と意思決定傾向について検討を行う。 
 
３．研究の方法 
 (1) 情報モニタリング法を用いた実験については、属性値を白・黒の２値で示す図的表現を用
いた多属性表と属性値を数値で表現した多属性表を作成し、眼球運動測定装置による情報モニ
タリング法実験を実施した。また、多属性表のレイアウトの影響を検討するために、図 1に示し
たように属性と選択の位置を入れ替えた実験を行った。眼球運動測定装置を用いた実験を行う
ことにより、注視回数、注視の移動パターン、反応時間などを統合し、意思決定方略の推定を行
うことが可能となる。 

図 1 情報モニタリング法を用いた実験刺激サンプル 
 
(2) 計算機シミュレーションでは、Payne, Bttman, &. Johnson(1993)で見いだされた決定方
略に基づいて、(1)の情報モニタリング法実験で呈示される意思決定課題の情報探索を再現する。
シミュレーションで用いた意思決定方略は、加算型、加算差型、辞書編纂型、分離型、連結型な
どであった。また、深層学習では、(2)シミュレーション結果で得られた意思決定方略ごとの情
報探索情報探索データをもとに(1)の実験結果の意思決定方略の推定を行う。 
 (3)これまで行った情報モニタリング法のデータと、計算機シミュレーションなどとの対比か
ら、消費者支援に向けた情報提示様式と意思決定方略について、検討を行う。 
 (4)発展的課題として、質問紙を用いた検討を行った。用いられた質問紙は、これまで開発さ
れた日本語版後悔追及者尺度（磯部他, 2008）と意思決定尺度（井出野他, 2012）、そして、今
日の社会環境で見られる孤独を恐れる傾向の測定のために、新たな尺度を開発した。 
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４．研究成果 
(1) 情報モニタリング法を用いた実験 
 デジタルカメラを題材として、眼球運動測定装置を用いた実験を行った。多属性表は 5 選択
肢・5 属性とした。図 2 に実験条件ごとにまとめた、注視の移動方向ごとの平均回数を示した。
実験 1 は属性×選択肢、実験 2 は選択肢×属性というレイアウトを用いている。図 2 中の Type 
1 は、属性値を数値で示し、Type 2 は、属性値をテキストで表現し、Type 3 は良い意味の属性
値を黒で表現し、悪い意味の属性値を白で表現し、Type 4 は良い意味の属性値を白で、悪い意
味の属性値を黒で表現している。実験結果から、レイアウトの効果が認められ、選択肢×属性(実
験 2)の方が、属性×選択肢(実験 1)よりも、反応時間が短く、注視の移動回数も少なく、選択が
容易であったことが示された。また、属性値の図的表現に関しては、白黒 2値での属性提示条件
では、反応時間が短く、注視の移動回数も少なく、意思決定が容易になることが示された。また、
属性値×選択肢のレイアウト(実験 1)では、属性値が数値で表現された条件において、意思決定
プロセスにおいて選択肢の絞り込みを行っている可能性が示された。これらから、属性値の表現
形式と、多属性表のレイアウトが消費者の意思決定に影響を与えることが示された。 
 

図 2 実験条件ごとの、注視の移動パターン (Ideno, Morii, Takemura, & Okada, 2020: 
Diagram) 

 
(2) 計算機シミュレーションと深層学習による意思決定方略の推定 
多属性意思決定場面では、選択肢の数、属性の数、属性の表現方法等の要因に依存し、選択肢
や属性を検討する順番が変化し、その結果として意思決定も変化する。このような場合では、計
量的分析が困難であるため、どの選択肢・属性をどのような順番で探索されたのかの意思決定過
程を分析する過程追跡法が用いられる。過程追跡法では情報探索と選択肢の評価の関係を検討
することができ、決定方略と呼ばれる、意思決定過程においてどのような情報探索と評価がなさ
れるかの心的操作の系列が見いだされてきている。これまでに加算型、加算差型、辞書編纂型、
分離型、連結型などの決定方略が見出されている。計算機シミュレーションでは、これまでに見
いだされた決定方略に基づいて、情報モニタリング法で呈示される意思決定課題の情報探索を
再現した。これらの比較から、情報モニタリング法、眼球運動データの特徴や、決定方略との対
応について検討し、発表を行った(井出野・玉利・森井・竹村・岡田, 2022)。分析結果より、選
択肢毎に総合評価をする加法型の使用が求められても、他の選択肢と比較しつつ決定している
ことが示唆された。必要条件や他の選択肢といった基準と比較しながらの選択は容易であるが、
選択肢毎に総合評価しながらの決定は困難であることが示された。 
また、シミュレーションで得られた探索過程のデータをもとに、深層学習によって訓練したモ
デルを用いて、実験結果（Ideno et al., 2020：Diagram）の分類を行った。上記実験で用いた
多属性表では、辞書編纂型や分離型などの非補償型の意思決定方略が用いられている可能性が
示された。また、行列の配置によって、用いられている方略が異なることが示された。 
 
(3) 消費者支援に向けた情報提示様式と意思決定方略について 
 これまで行ってきた情報モニタリング法を用いた実験、そして計算機シミュレーションによ
る意思決定方略と選択結果との対比から、最悪の選択を避けるという視点から、意思決定支援に
向けた検討を行った(Takemura, Tamari, & Ideno, 2023)。シミュレーションでは、辞書編纂型
といった重要な属性に基づき、意思決定を行う方略が、認知的な負荷が低く、最悪な選択を行う
ことが避けられることが示された。また、実験から、これまで合理的な選択の基準として用いら
れてきた加重加算型の意思決定方略は、実際の意思決定では使用することが困難であることが
示唆された。これらから、消費者支援に向けた情報の提示様式に関して、消費者が重要属を認識
しやすい提示用様式を開発していくことが重要であることが示された。 
 
(4)個人の特性と意思決定との関連について 



 日常の意思決定傾向を測定するために開発された意思決定スタイル尺度と、情報モニタリン
グ法で測定された情報探索過程のデータ(Ideno et al., 2020：Diagram)との関連を検討し、発
表を行った。個人の特性については、日本語版後悔・追求者尺度（磯部他, 2008）と意思決定尺
度（井出野他, 2012）への回答を求めた。分析の結果、決定の満足化傾向の高い実験参加者は選
択一致率が低く、決定の後悔傾向が高い人は選択一致率が高い傾向がみられた。また、熟慮傾向
の高い実験参加者は、一部の図的表現条件において決定にかかる時間が長い傾向がみられた。 
また、今日の情報環境の変化にみられる意思決定への社会的影響について検討を行うため、調
査を実施した。孤独や孤立することを恐れる傾向を対象とした調査では (Hayashi, Ideno, & 
Takemura, 2022)、調査の結果、孤独や孤立を恐れる傾向が高い人ほど、会議の目的の識別が困
難であること、そして社会的問題をあまり考慮しない傾向が示された。 
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